
  

 
 

支払基金統一事例 

【 投薬 】 

 

４０８ 硝酸イソソルビド【内服薬・外用薬】（不整脈等）の算定について 

 

《令和６年１２月２７日》 

 

○ 取扱い 

 

次の傷病名に対する硝酸イソソルビド【内服薬・外用薬】（フランドル錠、

フランドルテープ等）の算定は、原則として認められない。 

⑴ 不整脈 

⑵ 心房細動 

⑶ 上室性期外収縮 

 

 

○ 取扱いを作成した根拠等 

 

硝酸イソソルビドであるフランドル錠、フランドルテープの添付文書の効

能・効果は「狭心症、心筋梗塞（急性期を除く）、その他の虚血性心疾患」で

ある。 

また、作用機序として「主に末梢の容量血管を拡張して前負荷を減少させる

とともに、冠動脈に対しては拡張作用と攣縮解除作用を有し、心筋酸素需給の

アンバランスを改善することにより心機能の改善をもたらす」と記載されて

おり、当該医薬品は虚血性心疾患に効果のある医薬品である。上記⑴から⑶は

心筋虚血状態とは考えられない。 

以上のことから、不整脈、心房細動、上室性期外収縮に対する投与は、原則

として認められないと判断した。 
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